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た い 。
い ささか あ ら探 しの 感があ っ た か

もしれ ない が 、 評者の 真 意は、 こ の 書に

よ っ て 学界 に デ ビ ュ
ー した 著者が 本書に

しは しば見出され る uncritical な 言説 を

再検討 し 、 本書をさら に 完全 な もの に し

て 戴 きた い の で ある 。 筆者は 著者の 野心

的 な意図 と努力 とに対 して 敬意 を払 う点

で は人後 に 落ち な い もの で あ る が 、本書

を も っ て 「名著」 とす る よ うな （原 沢正

喜 氏
「
英 語青 年一119S8 年 2 月）、あ ま り

に も儀礼的 な 書評 に くみ す る こ とは で き

な い の で ある 。 　　 　　 　 木 原 研 二

岩崎民平編
「
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島村盛助 ・ 土居光知 ・ 田中菊 雄共著
「

岩 波英 和辞典 新版 、

岩 波書店　 昭和 33 年　 ￥ 7ZO

　戦 中の 空 白を うず める ため に も、 また

戦後の ア メ リカ英語の 急激な進 出に対 応

す るた めに も、 さらに ま た 当用漢字 ・現

代か な使い とい う国 内的な言 語政策 に 対

処 する た め に も 、 わ が国の 英和辞典 は最

近 い ずれ も改訂の 必 要に迫られ るか 、 新

規な編集が要求 され る こ とに な っ た 。 例

に もれず 、 英語辞書界も戦後 1Q 年 間は

多難の 道を歩 ま され た もの と言 え よ う。

　 「ポ ケ ッ ト英和 」 は戦後版　（初版 昭和

26 年）で 、

一度増捕 され で後
「新 ポ ケ ッ

ト英和」 とな っ た も の で 、
こ の 点最も新

しい 辞典の 一 つ で ある 。 これ に 対 して

「
岩波英和」 （初版 1936 年 、 新 増 訂版

195 ： 年）は 20 年余 りも特異の 地位 を占

め て きた由緒あ る辞典で ある。 こ の 新版

と新 ポ ケ ッ トとは大 きさな い し分量 か ら

み て も、 学習者の立 ち揚 を大 い に考慮 し

て い る 点か らみ て も共通 した もの が ある

が 、 本質的には大 きな相違が あ る 。 こ の

相違は
一方が

「
編」 で 他方が

「
著」 で あ

る と こ ろか らも、 簡便調法を暗示するポ

ケ ッ トの あるな しに よ っ て も、 おぼ ろげ

なが ら推察が つ く。

　岩波英和 は 、

厂
根本 の 語義をな お ざ り

に して 末端 の 意味 を数限 りな く学習 して

も、 生命 ある英語 は決 して正 し く習得 さ

れ うる もの で は な い 」 とい う固い 信念 の

も と に 、 収録語約 4gβ。。 （新 版 で は

6。
，
。oo ）の うち 、 約 2

，
8。 o （新版 で は 2

，go 。 ）

の 基 本語 を選 び、 これ らに は
「

まず適 当

な解釈 （lnterpretation） を与 え、 然る後

語義の 展開 を説明 しよ うと試み 」 、

「Nerv

Engtish　l）ictianarlを唯 一の 羅針 と し、 海

図 と して 各語 の 意義の 変遷 を研 究 して そ

の 順序に こ れ を記載 」 して 出来上 っ た も

の で 、 こ の 縮約 NED 日本版は わが 国

の 英語辞書史に お い て は 特筆 され る べ き

もの で あ っ た 。 そ の 歴 史 的 （Historica1）

な方針と宇典主義的な 方法は この 辞典の

基調 とな っ て 新版 で も受け継 がれ て い る

（も っ とも 時勢 の 推移 で 人 名や 地 名 な ど

の 固 有名詞や 、 ア メ リ カ 英語 が適度に加

え られ は して い る ）。
こ れ に 対 して ポケ ッ

ト英和は
「
事典的な 欠点 をで きるだ け補

う」 と ともに 、

「
英米の 慣用 を公平に扱」
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うこ とに よ っ て 従来 の イ ギ リス 偏重 の 行 　何 の 役に もたた ない
。 岩波英和は NED

き方 を排 し、 包括的な立 ち場 に 立 っ て 可 　に準拠 して 歴 兜的発展 の 跡 をた ど っ て い

能な 限 り多 くを採 り入れ る とい う純 粋に 　る結果 、 方針 は 固定 して い る よ うで ある

記 述的な （Descriptive） 方針 を と っ て い 　が 、学習 と実用 をめ ざす ポ ケ ッ ト （その

る。 そ の 結果 厂世界で ユ ニ
ー

ク な 辞典 」　他
一
般の 英和辞典）で は ど うい う方針で

が生 まれ 出たわ け で あ る が 、

一
見誇張 と　 行われて い る もの で あ ろ うか 。 場合場合

み え る こ の 辞 書 自賛 も考えて みれ ば 決 し　 に よ っ て 都合 よ く順序だ て る とい うの が

て 誇 張 で はな い
。 お よ そ外国 語 と して の 　贋用的な 方法か も知れ ない 。 なお また一

英語の 辞書 （とばか りは限 る ま い ）が 、 大　貫 して い る よ うで 一貫 して い な い の は歴

小 い く種類 もこれ ほ どた くさん 出版 され　史的方法で あ る 。 例 えば岩波の note 　n
．

て い る国は 日本以外 にはな か ろ う し、 そ は （a ） しる し   音符 ； 億 じ
’C　））音調 ；

の 日本 で ユ ニ ークな 辞書 で あれ ば すな わ 　（器楽 ま た は声学 の ） あ る 高 さの 音 ；【詩 】

ち世界 で ユ ニ ーク とい う論が成 り立 つ か　歌の 一
ふ し ；鳥 の 歌 、 鳥の 叫び 5 談話な

らで あ る 。 ともか く学習の た め とい うこ　 どの 調 子 、．・   支払 の 約束書 ； 紙 幣 ；

と を第
一 目標 と した 両 辞典 で は あ りな が 約束手形 ．  （転 義））名声 。 （b）注 目 （＝

ら、そ の 編集方針や 重心 の 置 き ど ころ に　POtice）・ と い う形 に 語義が分類 され て い

よ っ て 本質的に はか な り大 き く相違 して るが 、 こ の うち   の 「
名声」 は基本 語

い る こ とは 確か で あ る 。
ポ ケ ッ トの 網羅　義の 「・しる しJ か ら

一
挙に 転義 とな っ て

的な と こ ろ 　　とい うとこ の ポ ケ ッ トに　現わ れ て い る よ うに 記 述 され て い る 。 こ

は合財袋的な 機能 もあ る一 一には む しろ　れは しか し、多分   の
「
（それ ぞれ の特

実用的 価値 も 大 い に 見出せ そ うで ある 。 徴をも っ た）鳥の 叫び 声 」 か ら
「
特徴」

事実、等量 とい う戚 じを受ける 両辞典で 　とな り、 再転 して
「
名声」 とな っ た もの

は ある が 、 試み に 計算 して み た結果 、 岩 　で あ ろ う。
こ の よ うに 語義の 分岐が 放射

波版 に して ポ ケ ッ トは 22 。 余
・2 　一 ジ増 し　的で あ るか 連鎖的で あ るか と い う 問題

とな っ て い る 。 こ の ス ーe　一 ス は 1 万余 り　 は 、 単に 語義 の 歴史的変遷の あとをた ど

の語彙の 増加 そ の 他を意味す る もの で あ 　るだけで は解決で きない 場合が 多い 。 こ

ろ う。 　　　　　　　　　　　　　　　 こ に語義論的立場 に立 っ た第三 の 分類法

　辞 書 の 実用性 とい うこ とは 引 きや す さ　（例 え ば Wyld が UED で 試 み て い る よ

とい うこ とに も関連す るが 、 こ の 引 きや　うな）が必 要 とな る （ポ ケ ッ トの tongue

す さとい うこ とは語義の 配列 とも大い に　参照）。　しか しい ずれ の 立場 をとる に し

関係が ある 。 求 める語 義が手 っ 取 りばや　て も、 岩波が示 して い るよ うな基本語義

く見出 しやすい の は ア メ リ カ の 辞典で あ　（Primary　 sense ） の 設定 は 、 基本語 の指

ろ う。

一般に ・ 最 も普通 な 語義 を最初に 　示 と ともに 、 学習辞典 と して は重要な ご

掲げ・次第に余 り使われ な い 特殊 な語義　とで あろ う。 なお それ に劣 らぬ 重要 さを

に移 る とい う配列法 をとっ て い るか らで 　も つ も の は 、 主要語義 （Predominant

ある 。 しか しこの 方法 は ある語の 語義 を　sense ）の 明示 で あろ う。 これ は生 きた英

発展分岐的に とらえよ うとする場合に は　語を学習す る上に 有力 な指針 とな るか ら
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で ある 。 これ に は Michacl 　WeSt な どが

発表 して い る Semantic　 count の 結果 な

ど大 い に 参考に され る べ き資料 と思われ

る 。

　話 は 少 し脇道 へ それ て しま っ た が 、 両

辞典は それぞれ 特色を異に した新 しい 学

習辞奥の 典型 と して今後長 く愛用 され る

で あ ろ う し 、 ある場合 に は瓦 に 相補 い 合

う とい う相 互扶助の 美徳 を発揮す るこ と

もあ ろ う、例 えば一方 語の 根本的 意味の

理解 を助 け る た め の 語原 （または 原義）の

説 明が 欠 け て い る 代 りに 、 他方 usage

nOte や発 音上 の 指示 （例 えば as　 far　 as

he 【hir］is　concerned ）が それ をつ ぐな っ

て い る とい うぐあい に 。

　最 後 に二 三 気づ い た 誤 （植）と思わ れ る

点 を記 して 、 食べ ず にお い て プ ッ デ ィ ン

グ を批評す る とい っ た無礼 の 盲言に対 し

お ゆ る しを願 うこ と に した い
。

　　「（ポ ケ ッ ト） After　 a 　 sturm （comes ）

　acaim ．　CCM． ））雨降 っ て 地 固 まる 1rare
　4 （（％1　）） ．．生 焼けの ．．（は 別 語扱い ）！

　with 　 one
’

s　heart　and 　 soul 〃 take ［an
−

　swer 　for］ the　consequence 　l　give　 a

pers・ n 　an 　audience 　t・ hear ！・ ff　｛。f］

　plumb 　l　 smeli 　 c）f 亡hc　 baby 、、

　（childish ）．

　　：（岩波j）＞in　considerution 　of そ の報

　い に 1not．．．by　a ！ong 　shOt とて つ

　もな く当て が はずれ て 11mak ¢ my

own 三mpOrted 　 cigars ．私 共 で 製造 す

　る葉巻 は輸 入品 で す （s・v・Irish）〃 in

　one
’
s　shirtsleeve ！gall［tread ］on 　one

’

s

　kibes 　1　Richard 　lll の Glbber ．．，1
　ship 　of 　the　desert〔動1 ら くだ 。

　 　 　 　 　 　 　 　　 　 一一乾　 亮
一

石 田憲次著
「

エ マ ー
ソ ン と ア メ リ カ の ネオ

ヒ ュ
ー

マ ニ ズ ム
」 （新英 米文学語学講座）
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　 こ の 書物 は著者 が多年研究を続 けて き

た ア メ リ カ の 四 人 の 思想家 Emerson
，

W ．C 　Bfownell
，
　 Irving　Babbitt

，
　 P，　E．

Mere を取上 げ 、 それ ぞれ の 思想の 特質

を歴史的社会的背景 、 本人の 教養 と性格

な どい ろ い ろな角度か ら検討 し、 それ ら

思想家がたがい に相補い つ つ 指向 して い

る もの が今 日の ア メ リ カ に と っ て何 を意

味す る か を説い た もの で ある 。 それ は単

に ア メ リカに 限 らず 、 広 く原水爆 の 脅威

の 下 で信仰も信義もな く、 闘争す る こ と

しか知 らない 世相を憂えて 、

「われ ら如

何 に生 くべ きか 」 とい う問題に 「新 しい

光」 を投 じよ うとす る もの で あ っ て
、

「
現

代 」 を救お うとす る著者の 祈 りが 動機 と

な っ て い る 。 世紀の 大 問題 と取 り組む 碩

学 の 蘊蓄 を傾けて の 労作で あ っ て 、 さす

が に豊か な知識 、 叡智 、 暗示 に 富む興味

深 い 本 で あ る 。 筆者はず い ぶ ん い ろ い ろ

な こ とを教え られ た 。 単 に英 米文 学専攻

の 人 だ け で な く、広 く現代の 悩み をわ か

つ 人 々 に推奨 したい 本で あ る 。

　も し本書 に何 か 物 足 りない こ とが あ る

とするな ら、 次の よ うな 点 で あ ろ うか 。

まず Emefson の 根本思想の 検討 が も っ

と望 ま しい
。 彼 を 、 万物の 根元 、 神 、 あ

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


